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写真 2 実験に用いた発泡スチロールと 
ペットボトル(左側)、及び温度 
センサ(右側) 



































図 2 気温と過剰水蒸気密度の関係 
（菊地, 2009） 
図 1 ペットボトル内の気温の変化 
0.1mL、0.5mL、1.0mLの水蒸気を送り込んだ。すべての場合で結晶が現れ、駒込ピペッ
ト1滴の水の重量を測ったところ、0.0594 g であった。このことから、少なくとも

























・菊地勝弘, 2009: 雪と雷の世界, 成山堂書店, 197p 
・菊地勝弘・梶川正弘, 2011: 雪の結晶図鑑, 北海道新聞社, 190p 
・全国理科教育センター研究協議会編, 1985: 地域教材の研究, 東洋館, 235p 
写真 5 針状結晶の例 
 
写真 6 樹枝状六花の例 写真 7 広幅六花と角板の例 
